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加圧水型軽水炉（PWR）において外部電源喪失（SBO）事象のように、炉心損傷後に 1 次冷却系が高圧状

態で原子炉容器(RV)が破損する場合、溶融デブリが格納容器（CV）内の各部に飛散する。このような CV

内のデブリの飛散状態は CV 各部の壁面に沈着したセシウム（Cs）の再蒸発量に影響を与えると考えられ

る。本研究では、CV 各部のデブリの飛散状態に応じた Cs の再蒸発挙動を評価した。 
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1. 緒言 

シビアアクシデント（SA）により炉心損傷に至り、CV 各部に放出した Cs は、床面や壁面の他、計装管表

面など様々な個所に分布することが考えられる。このような Cs の位置的分布は、デブリの再加熱による

Cs の再蒸発に影響する。前回発表[1]では、RV が低圧状態で破損し、溶融デブリが原子炉キャビティに全量

落下した場合の原子炉キャビティにおける Cs 再蒸発挙動を MAAP による解析及び原子炉キャビティ内の

溶融デブリと Cs の熱バランスを簡略的に計算することにより試評価した。評価の結果、Cs の位置的分布

が Cs 再蒸発量に影響を与えることを明らかにした。本研究では、RV が高圧状態で破損するシナリオにお

いて、CV 各部へ飛散したデブリと Cs の熱バランスから前回と同様の手法で Cs 再蒸発挙動を評価した。 

2. デブリ飛散による Cs 再蒸発影響の評価 

2-1. CV 各部の溶融デブリ量と Cs 存在量 

RV が高圧状態で破損するシナリオを想定して、MAAP による解

析を行い、CV 各部のデブリ量と Cs 存在量を計算した。RV 破損

直後に溶融デブリは CV キャビティと CV 下部区画に飛散した。

デブリ飛散が発生する SBO シナリオでは、RV が低圧状態で破

損に至る LOCA シナリオと比べて、CV 各部に移行する Cs 質量

が減少した。この原因は、SBO シナリオでは、炉心損傷直後に

RV 内で冷却水が蒸発し、炉心から放出した Cs が RV 内に大量に沈着し、残留したためであった。 

2-2. CV 各部の再蒸発挙動の評価 

上記のシナリオにおいて、CV 各部における Cs 再蒸発量を溶融デブリと Cs の熱バランスを考慮した手法を

用いて定量化した。図 1 に RV、CV キャビティ、CV 下部区画における Cs 沈着量と Cs 再蒸発量を示す。 

3. 結言 

RV が高圧状態で破損し、デブリ飛散が発生するシナリオにおいて、CV 各部へ飛散したデブリと Cs の熱バ

ランスを簡略的に計算することにより、Cs 再蒸発量の試評価を行った。 
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